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神奈川技能開発センター、東京職業訓練短期大学校（現：職業能力開発総合大

学校）、東海職業能力開発大学校、日本文理大学（兼務：日本文理大学大学

院）、サイバー大学、星城大学（現在に至る） 

学位 
博士（理学） 

資格（免許）、認定 
高等学校教諭 1 級普通免許状（数学） 

担当科目（学部） 
ICT 応用演習、ネットワーク演習、ゼミナール I、データサイエンス、情報セキ

ュリティ、情報ネットワーク論、ゼミナール II 

担当科目（大学院） 
 

学生へのメッセージ 
好奇心を持って、積極的に学習することが大切です。 

研究内容 
根の振る舞いの解析、近接根問題における特徴点の解析 

教育用教材の開発及び e ラーニング用教材の開発 

研究分野キーワード 
数理情報学、計算機システム、高性能計算、計算科学、教材開発 
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学会発表 
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あり 
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